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沿革

昭和40年 10月 25 日 1 第二工学部校令本館 (5,99830ボ）

1号館 (2.970.00rrl) 竣工式

昭和4 1年 3月 18El I 第二工学部一部（工業化学科、 屯気工学科、 建築学科） 、
二部（エ栗化学科、建築学科）設沼認可

昭和4 1年 4 月 1 日 学部長 1凶1部金治郎就任

近畿大学図祁館分館を本館 2階に開館

昭和4 1年 4 月 2 1 El I I#） 学式 、 第 1'"'入学式

昭和42年 3月 10 日 2号館 (4.072.46rrl) 竣工

昭和42年 10月 18 学部長馬場為二就任

昭和43年 1 1月 30 日 席俎圧実験* (405.00rrl) 竣工

昭和45年 3月 3 日 体脊館 (3,44070rrl) 竣工

昭和45年 4月 1 日 二部（エ栗化学科）学生券集停．11:

昭和46年 12月 18 クラプハウス (725.20rrl) 竣工

昭和49年 10月 1 日 学部・:I.~ 安田拓就任

昭和50年 3月 30 日 学生食淑 (59535rrl) 竣工

昭和52年 2月 1 日 建築構造実験察 (457.44rrl) 竣工

昭和56年 9月 1 日 本館 2 階に電;f計符槻室股骰

昭和57年 10月 1 日 学部・長三根剛四郎就任

昭和59年 4月 1 日 二部（建築学科）学生募集倅JI.:

昭和59年 6月 30 日 木材加工工作察 (149.04rrl) 竣工

昭和60年 4月 1 日 第二工学祁を九州工学部に学部名変更

昭和61年 10月 1 日 学部・且•本郷英士就任

昭和61年 10月 20 日 学生駐輪場竣工

昭和61年 12月 23 日 殺業デザイン学科、経‘料工学科増設認可

昭和62年 3月 30 日 3号館 (5.718.94rrl) 竣工

昭和62年 4月 28R 第 2 クラブハウス (198.74rrl) 竣工

昭和62年 9月 29B 有害物費処理索 (15897rrl) 竣工

昭和62年 3月 31R 図料館 ・紺1?：機棟（5.535.06 rrl) 竣工

昭和63年 9月 29B 建築材科実験計測索 (188rrl) 竣工

平成元年 3月 31R 二部（工業化学科、 建築学科）視．11:

平成 2年 6月 8 日 近畿大学学園章およぴ教戦員記章の制定

平成 2年 6月 27 R 第二学生食党 (301.39rrl) 竣工

平成 2年10月 30 日 学生駐車場竣工

平成 4年 3月 19 日 大学院脱業技術研究科 （物質工学、俎子情報工学） 修士課程設骰認可

平成 4年 4月 113 臨時定貝培

大学院朕業技術研究科•長菊JI I消就任

平成 4年 5月 1 日 インターネッ ト 接粒

平成 4年 7月 18 日 創設25周年記念式典

平成 4年10月 1 日 学部長井波益雄就任

平成 6年 3月 16 日 大学院朕業技術研究科 （造形学、 経‘営工学） 修士課程、（物牧工学、 俎子梢報工学）

博士課程増設認可
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平成 6年 6月 17 日 バウヒュッテ（ログハウス） （184.5ボ）竣工

平成 6年 9月 10 日 建築学科環境実験室竣工（57.75rrl)

平成 7年 2月 7 日 学術梢報センター目録所在サーピスカII入

平成 7年12月 22 日 大学院妬業技術研究科（造形学、経‘pi;工学） 栂士課程妍設認可

平成 8年 1 月 9 日 実験棟 (5号館）建設に係る設計開始

平成 8年 3月 19 日 進入道路周辺整伽工事完．r

平成 8年 4月 1 日 朕菜技術研究科悼士課程（造形学専攻、経党工学専攻）股骰

（財） 大学基準協会加盟

平成 8年 5月 30 日 グラウンド奥造成工事祈願祭（平成10年 9 月竣工）

平成 8年 9月 20 日 第 2学生駐）ti:湯妍設

平成 8年 10月 1 日 学部長杓根蛸史就任

平成10年 4月 1 日 5号館竣工

平成11年 4月 1 日 屯気工学科を屯気梢報工学科に学科名変更

平成12年 4月 1 日 工業化学科を生物環境化学科に、経党工学科を経‘料情報学科に学科名変更

平成12年 10月 1 日 学部長菊川i’f就任

平成13年 4月 1 日 分子工学研究所（ヘンケル先端技術リサーチセンター）竣工

平成1 3年 4月 1 日 附屈福岡高校、九州工学部キャンパスヘ移転

平成16年 4月 1 日 九州工学部を粘業理工学部（生物環境化学科、財気通侶工学科、建築・デザイン学科、

梢報学科、経営コミュニケーション学科）に改組

平成16年 10月 1 日 学部・及小野正行就任

平成19年 4月 1 日 分十工学研究所 (JSR機能材科リサーチセンター）竣工

平成20年 4月 1 日 経党コミュニケーション学科を経党ビジネス学科に学科名変更

平成20年10月 1 日 学部長長谷川徹也就任

平成20年10月 1H 新学生食党竣工

平成21年 4月 1 日 硬式野球部fi1l部

平成24年10月 1 日 学部長荒川剛就任

平成25年 4月 1 日 }肛業理工学研究科修士課程（節栗理工学専攻）股骰

平成27年 4月 1 日 産業理工学研究科博士課程（節．栗理工学専攻）設骰

平成28年 4月 1 日 屯気通伯工学科を祖気電十工学科に学科名変更

平成28年 6月 4 日 創設50周年記念式典
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産業理工学部50年の歩み
近畿大学産業理工学部は昭和41年、福岡県飯塚市に近畿大学第二工学部として設立されて以来、

時代、社会の要請に応じて改組 ・ 改変を重ねてきた。

第二工学部設立から、 現在の産業理工学部に至るまでの激動の歴史を記す。

第二工学部設立の動機

筑般は明治、 大正、昭和の三代にわたり、日本にお

ける最JR要炭発地として石炭産業が発展し統けた地

域であ った 。 しかし エネルギー芹命により、昭和30年

代に入ると炭鉱閉山が相次ぎ、人nも急激に減少し

社会的 I!！］俎も発生した。 そこで旅炭地振典計画の模

索が切実な課題として浮J::. してきた。

このような時期、昭和39年4月 28日、飯塚市市会議

貝 loY.j 部怪氏 （近畿大学の前身、大阪理．T．科大学の半

業生） が近畿大学世耕弘ー初代総長を訪Itl されて、

飯塚rliに大学分校のことを相談されたのが始まりで

あった。

総長視察と設立への進展

昭和39年6月 22 日 、 行山了飯塚市長と浅野一郎市議

会議長は、上阪して正式に近畿大学分校設骰方を要

照された。 7月には近畿大学寺坂八郎事務J,]長 （のち

常任理事） が候補地視察のため来飯された。 敷地選

定についての大学側の要策は、 ①最寄りの駅から20

分程度で行けること、 ②静閉な地、 ③丘陵地幣、 ④樹

木の繁伐する所などであっ た 。 その後市側は急きょ、

鉱書や即害物の有無を考感し候補地を物色してニケ

所にしぽり待機した。

昭和39年8月 21 日、世耕総長他5名が視寮されるこ

とにな っ た 。 その時の様子は江藤大作氏 （元飯塚商

．T．会議所専務理事） に よ ると 、 飯塚市を一望できる八

木山辰望台に紅白硲を張り、市長初め有志の人達が

出迎えた。 そして市街地の沿道には市民総出で旗を

振って歓迎したという。 この市民の熱衣に世耕総長も

感動された。

その時、 •候補地の案内役を務められた当時市産炭

地板典課長 （のち糾祉部長 ） であ った宇佐波近氏は

次のように同想される。 柏の森に案内した時は其夏の

炎天下であったが、 上衣も脱がれず熱心に敷地を見

聞された。 途中で冷水を差上げると 、 「あ、これで生き
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かえ っ た」と巾され敷地も非常に気に入 られた様子で

あった 。 その時の温かみのある 、 栖々しい姿が今でも

忘れられないという。

その後設立への動きが急速に進辰するが、 敷地の

大半が麻生産業の所;{j地であった 。 津野貞俊氏（新

典換装社長） によれば、市側は花村樹凸氏 （当時県会

議員のち県会議長） に依頻して交渉することにな った。

麻生セメント社長麻生大賀吉氏は、最初難色を示され

た 。 化村氏は持前の気迫でねばり強く説得されて最終

的には教脊熱心な麻生社長も快諾されて現在地に決

定することになった。 いま考えると立地 ・環境 ・ 交通体

系も良く世耕総長の判断は先見の明があったというべ

きであろう 。 この時期近儀大学側と交渉を持たれた地

元有志の話を総合すると 、 世耕総長には東南アジア ・

中国の留学生を受け入れて九州を技術交流の拠点と

して海外との親交を深めたいとの理想があり開設に

は積極的だったという 。

昭和39年9月 17 日 、 飯塚市では近畿大学分校誘致

についての臨時市議会が招集されて議決された。 10月

15日第二．T.学部設立準備事務所が、 近畿大学附属女

子高校内に設骰された。 その後近畿大学憫と市側両

者がタイア ッ プして、設立へIiijけて準備作業が始まっ

た 。 地元商:r:．会議所各種団体、近隣の3市8町・長述名

で陳梢行を大学設骰審議会へ提出、 市長及ぴ議長は

総理大臣、 文部大臣へ上京して陳情に奔走された。 11

月には私学審議会委員 、 大学設置審議会委員が相次

いで視寮のため来飯した。 しかし造成．T．事もあり建築

.:r．事が思うように捗らず、 校舎建築不充分との理由で

開設は見送られることにな った。 そして昭和40年10月

校舎も浴成し昭和4l年4月 l 日 l#J 校した。 学園都市を

H指す叛塚市にとっても意義深い IJIJ校であった。

世耕総長はベルリン大学で政治学 、 経済学を学ぴ

帰国後は 日大教授、 理事を歴任され、その後代謡士当

選 、 昭和34年の岸内閣の凶務相と して政界でも活躍さ

れた。 第二T学部設立には慈欲的だったが 、 耕l学を

待たずに昭和40年4月 27日死去された。 体育館前に世

耕総長の胸像がある。 当時のことを知る人には．思い出

深いものであろう。





方について深夜まで作1朕となく会合が厭ねられた。 そ

の結呆、 昭和57年4月学科増設委貝会、 1月には市民

公 l;il講粒耕l講 、 昭和58年第二 ．T．学部長期計画案がま

とめられるなど懸命の努）Jがなされた。

学部名も 、 第二．T．学部では二部と誤解を招くおそれ

もあり、昭和60年4月 18日九州．T.学部に変更された。

学科妍設については、各学科およぴ事務部より選出

された委員により、渉外、地域、祐業、企業などを分

担して作業が進められた。 学科内容については①人

lil] 生活、文科系に近い系統の学科、 ②既ネf学科とは

異質の内容の学科という基本方針で、各学科より、俎

子梢報、機俎．T．学、経営符理、 ．T．業意匠、生活学科

が提案された。 幾多の粁余曲折を経て、 節栗デザイン、

経営．T．学、俎子情報の3学科に焦点がしぼられた。

昭和57年6月 3日、阪塚竹年会議所（理事長竹下茂

木氏） 井催で「地域社会の要望と述動体制」 と題して、

第 1 lnl会合がもたれた。 第2 1iil 目は 7月 4 日 、 高鉛徹男飯

塚市長 、 安田拓学部長も出席して地域文教l:！J題懇談

会が開かれた。 ．T.学部長より大学の近況報告があり 、

近隣の高校側からも新設学科についての要望等が提

出された。

昭和57年7月 21 日、近畿大学第二丁．学部新学科増

設促進期成会が、地域諸団体を統合して設立された。

期成会．i<は創設時大学川地の件で尽）） された花村樹

凸氏（飯塚商:r．会議所会頭） であった。 その後甜:r．会

議所において地域諸団体と大学側との会合がもたれ

意見交換が行われて、妍設問題についての運動が始

まった 。 昭和59年5月 14 日、北村期成会会長他4名は

上阪して近畿大学本部に学科培設を陳情、 8月 31日期

成会会長他13名は世耕政隆第2代総長に参議院会館

にて学科増設方を陳梢された。 また機会あるごとに学

科増設を支援された。

石炭朕業が崩壊して．7：業化社会より高炭梢報化社

会に向かうこの転換期に 、いち早く近畿大学九州T．学

部 、 九州短期大学を誘致し、 その後九州 ．T．業大学情

報 ．T．学部 、 各種研究機関が設骰されるなど学園都市

づくりの碁礎が築かれた。 この厳しい時期に地域の

リーダー役であった花村樹昌氏を始め歴代飯塚市長 、

行山了、 高銹徹男 、 田中耕介各氏の功紹は大きい。
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長期計画と新学科増設

増設ll!J題は昭和60年9月、近畿大学本部に新学科

設憫準備委貝会が組織されて急述に進展した。 長期

計画に基づき 2学科妍設と俎気．T．学科定貝妍の力. liiJ

で検討を進めることになった。 新設学科の必要性、施

設設備、年次計胞i、財政計画などの立案について、近

畿大学本部の担当者を交えて会合が煎ねられた。 同

時に文部省との折衝も行われるようになった。

昭和61年2月、近畿大学本部案として節業デザイ ン

学科（定J.160名） 、経党T．学科（定J.180名）の新設学

科の提示があり 、 これでほぽ方向が決定した。 lnl年6

月 30 日 、 文部省に中訥手絞を行うことになっ たので、

学科の内容、教貝組織を急いで固めなければならな

かった。 その後、教貝組徹も整い文部省に学科増股を

申請した。

このようにして昭和61年 10月 1 日 、 九州 ．T.学部に朕

業デザイン学科、 経‘訪．1→．学科増跛が認可された。

3号館

4l;,館



産業理工学部50年の歩み

ー

昭和62年3月には、 38館、区l咎館、堪灯．機棟が相

次いで竣T．した。 そして4月には新設学科の新入生も

加えて入学式が挙行され 、 5学科体制で進むことに

なった。 学園内も純粋な．T，学部とは違ったユニークな

雰囲気が漂い一段と活気を呈するようになった。 新設

学科の卒業生も出て、漸く内容も充実してくるにつれて、

大学院設骰の気迷が盛り上がってきた。

大学院産業技術研究科創設

昭和63年5月、大学院修士課程設誼準備委員会が

発足し、委貝会で検討の末、 2専攻の 「骰業技術研究

科」開設で文部省へ申諮を行うことに決定した。 大学

院設骰については厳しい審査があるが、寺いにして学

科増股後、応い業績の優秀な教貝も多く割合順謂に

進殷した。 平成4年3月脱業技術研究科（物質．r.学 、 道

子情報 ．T．学）修士課程が認可、 平成6年3月産業技術

研究科（造形学、 経党．＿r：学）修士課程 、 産業技術研

究科（物例．T．学 、 俎子情報 ．T．学）博士課程が認可、 平

成7年 12月旅業技術研究科（造形学、経‘irr．学）随士

課程が相次いで設償された。 学部全学科の上に、博

士諜程が設骰されるというのは、教貝組織のレペルの

席さを物曲っている 。

このような大学院設骰は学園研究都市を H指す地

域社会にとっては慈義深いものがある。

平成16年4月 1 日には、九州 ．7｀．．学部から産業理．＾「．学

部（生物環培化学科、俎気通信．T．学科、建築・デザイ

ン学科、情報学科、経党コミュニケーション学科）に

改組を行った。 この改糾により、これまでの九州地区

の地域的なイメージから、全国区へと）ムがっていった。

さらに文系学科（経党コミュニケーション学科）の設

骰に伴い、堅いイメージの．T．学系から、新栗系学部と

いう総合的な学部へと釦絨を広げることにより、より

)1くい陪の入学生を迎えるに至った。

また、大学院においても、設骰20年近くの歳月が経

ち、その内容・組織に時代の流れとの離鮎が指摘され

はじめ、研究科長以下のスタッフの努力により 、 大学

院改糾が文部科学省より認可さ れ、 平成25年4月 1 日

に、脱業理．T．学研究科修士課程（旅栗理 .T.．学専攻；

生物環らを化学コース 、 道子梢報．T．学コース 、 社会環校

科学コース）が設骰されることになった。 さらに平成

27年4月 1 日、産業理←T：学研究科博士謀程（産業理~r:

学専攻）が設償され、今日に至っている 。 年々、大学

院の修了生も多彩となり、内定先は企業が大半である

が、本大学院の特色としては、社会人院生や留学生が

多いことが挙げられる。
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＂＂賃いいづか」（昭和39年1 0月 18号）
開校が正式決定した記事を掲較

ここから近畿大学分校 （工学郎）這設へと動いていく
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平成に入ってからの学祁全炊。 周辺には住毛街やt場が出来、 30年の歴史の移り変わり
を感じる。（平成6年） 昭和62年に完成した木·r.~ （地 fJF) 、就院諜、金．T．空 ( I F) 、

産業デザイン学科の実沼究、研究立 (2F)、経営工学科の実沼径、研究究 (3F)、
教焚課程の教U研究径がIU本館より移転し｛史）ll されている。

写真で綴る50年 1

グラウンド奥造成T．事 （平成8年）

学生第1駐l1（場後力に第2駐車場造成。
（平成8年）

学生宜堂 （平成20年）
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